
KJ季節便り その二 弥生版 

2023年 3月発行 

 皆様、空から降り注ぐ日の光が日に日に強く、長くなり、ありがたい季節になりましたね。 

 東京は 3月 14日に桜が開花。これは、平年より 10日早く、2020年、2021年と同じく統計開始

以来史上 1位の早さだそうです。デンマークで桜が楽しめるのも、もうすぐですね。 

 それでは、季節便り第 2号をお届けします。 

 

会員の皆さんから ～思い出の地～  

 

 

 私の古里、徳島県美馬市脇町は、「四国三郎」の異名を持つ吉野川の中流域北岸にあり、戦国

時代から明治時代にかけ染料の藍で栄えた商いの町でした。中でも吉野川の川岸に沿い商いの中

心であった南町通りには「うだつ」の上がった商家が今も立ち並んでいます。  

 「うだつ」とは、連続して建てられた隣家との境にある１階屋根と２階屋根の間の壁から前へ

飛び出すように作られた瓦葺きの屋根を持つ土作りの防火壁で、 

「卯建」という漢字が当てられています。この「うだつ」を作る 

にはかなりの費用がかかったこともあり、当時は富の象徴とされ 

競うかのように高価な鬼瓦を使うなど装飾的な「うだつ」が上げ 

られたそうです。従って、私の古里では「うだつが上がらない人」 

とは、うだつを上げる経済力も無い程の「出世できない人」という 

ような意味合いで使われてきました。 

 吉野川は今でこそ堤防が築かれ氾濫することはありませんが、    

昔は 8月に氾濫し米作りができなかったため、氾濫前の 7月に刈入れができる藍の栽培が 1247年

頃より美馬市内で始まったのだそうです。藍染めの染料には藍色だけでなく緑や赤もはいってい

るのですが、藍染めの工程で発色するのは藍色だけ。「勝ち残る藍色は縁起が良い」と戦国大名

の間で大流行し、阿波(徳島の旧国名)一国で 25万石の予算の 2倍に上る 50万石の藍玉の売り上

げがあったとの記録が残っています。 

 「うだつ」を上げた藍商家の広い裏庭には、近隣の村から集めた藍玉(藍の草を発酵させ臼で突

いて丸めたもの)を保管する藍蔵や船の渡し場があり、この藍蔵から積み出された藍玉を裏庭にあ

る渡し場から直接船に乗せ吉野川を西から東へと下って紀伊まで運送したとのこと。ただ、阿波

商人は藍を問屋に委託販売することはせず、各地に設けた出店から紺屋に直売する形態を取って

いたそうです。 

 脇町は城下町でもありました。2020年に放映された NHK大河ドラマ「麒麟がくる」に登場した

戦国武将、三好長慶(みよしながよし)が、脇権の守という藤原鎌足の子孫の築いた脇城を 1533年

に修築し、脇町の基礎を築き、城代を置いて脇町周辺を守らせました。秀吉による四国征伐では

最終目的地点となる程の重要拠点だったそうです。関ヶ原の戦いの後、尾張の武将、蜂須賀家正

(はちすかいえまさ)が阿波国を与えられた際には脇城を「阿波 9城」の一つとしましたが、後に

うだつの町並み 

 

 私の古里 「うだつの脇町」       大日あけみさん 
 

 

脇町うだつの町並み - 徳島県観光情報サイト阿波ナビ 

(awanavi.jp) 

 

https://www.awanavi.jp/document/photo/6450.html
https://www.awanavi.jp/document/photo/6450.html


1638年「一国一城令」により廃城となったことから、残念ながら現在城跡には空堀や土橋、石垣

などがわずかに残っているだけです。 

 さて、この「うだつ」の街並みが残っている南町が 1988年重要伝統的建造物群保存地区として

選定されてより、町並み保存の為に古い家を取り壊し新地にすることはおろか、持ち主の好みに

建て替えることが禁止された為、新築も改築も思いのままにならないのが現状です。南町の元商

家を相続しても県外に住む子孫は空き家のままにするか、地方創生に取り組む美馬市に貸与する

か、新しく開業する店舗として賃貸するしかなく、はなはだ頭の痛い問題となっています。 

 そんな住民の抱える問題はさておき、過疎化の進んだ脇町に観光客を呼ぶべく市は毎年色々な

文化的催しを企画しています。その中でも私のお気に入りの催し物は以下に挙げる 2点。 

その一つが華道展。過去 15年にわたり毎年 1月～2月にかけて 

男性華道家、假屋崎省吾さんの「うだつをいける」華展が南町の 

吉田邸で開催され、大胆かつ華麗な作品を披露。 

 

 

 

 

 

                                       脇町・うだつの町並みで生け花展 | 瀬戸内海の四季 観光ブログ (hanataba100.com) 

 もう一つは、脇町だけではありませんが徳島県に伝わる遊山箱。遊山箱とは小型の 3段重ねの

手提げの塗重箱で、春の節句(旧暦のひな祭りの頃 4月上旬)にはご馳走のいっぱい詰まった遊山

箱を持ち、友達と一緒に野山や川の土手へ遊びに出かけ、皆でお弁当を食べるのです。大正時代

からの風習だそうで、私も子供の頃は近所の遊び仲間と一緒に吉野川原の土手で遊山箱をワクワ

クしながら開いたものです。この情緒あふれる食文化を観光客にも伝えようと、昨年始められた

遊山箱の制作ワークショップ、遊山箱弁当付きの花見などの企画。  

 
  

 

 

 

 

 

 

 
 

                                                                         うだつ 花遊山 - 徳島県観光情報サイト阿波ナビ (awanavi.jp)                     

 日本への帰省が思いのままにならなくなった昨今、古里の山河や子供の頃の風習が懐かしく  

思い出されるのは私だけでしょうか？  

假屋崎省吾氏の華展より 

 

子供用遊山箱 

花遊山の企画 

 

   

 

 徳島に伝わる「遊山箱」。お重を抱えて子ど

もが走る、華やかな春の風景 | 中川政七商店

の読みもの (nakagawa-masashichi.jp) 

https://hanataba100.com/%E8%84%87%E7%94%BA%E3%83%BB%E3%81%86%E3%81%A0%E3%81%A4%E3%81%AE%E7%94%BA%E4%B8%A6%E3%81%BF%E3%81%A7%E7%94%9F%E3%81%91%E8%8A%B1%E5%B1%95
https://www.awanavi.jp/spot/41618.html
https://story.nakagawa-masashichi.jp/91588
https://story.nakagawa-masashichi.jp/91588
https://story.nakagawa-masashichi.jp/91588


 

 

 

 

 

 

 

 

 

我が家の…          我が家のペット     

                       宮腰ムンクイェンセン花絵さん 

 

 我が家のペットは、セキセイインコのルイとトビ。 

 最初にやってきたのはルイ。 

 人懐こくて、人間の言葉をよく覚え、 

 るいちゃん、おかえり、ただいま、 

 だいすき、にっぽんちゃちゃちゃ、 

 JEG ELSKER DIGなど、たくさんの 

 おしゃべりで家族を笑わせてくれる。 

 

          次に迎えたのはトビ。 

          トビはちょっぴり臆病で、ルイの後を 

          ひたすらついて回る、ルイの弟のような存在だ。 

          ふっくらボディに綺麗な体色、彼らを眺めて、 

          ついうっとりとしてしまうことがしばしばある。 

 

              我々の手や肩にのって愛情を示してくれ 

              たり、愛らしいしぐさやおしゃべりで 

              私たち家族の心をなごませてくれる２羽。 

              我が家はすっかり彼らに魅了され、 

              鳥との生活を楽しんでいる。 
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我が家の…      我が家の 4本足家族 ～犬とリクガメ～ 

ノルゴー順子さん 

 ミニチュアシュナウザーのヒロ君との出会いは 2014年の春。ブリーダーと連絡を取りながら、

男の子が産まれたと連絡を頂き、その後家族全員で車で 1時

間のブリーダーのお家まで合計 3回面接（？）に通いまし

た。私たちは全員一致で 6人居た兄弟犬の中から、一番穏や

かなヒロ君に家族になってもらうことに決め、生後 11週で我

が家にやってきました。 

 ブリーダーさんが手作りで作

ってくれた母犬の匂いのするク

ッションに抱かれながら、車中私の膝の上でキョロキョロ不安そう

にしていたヒロ君。今ではもうすっかり我が家の長老の貫禄を見せ

ています。ただいま～と家に帰った時、まるで 3年ぶりに会うかの

ようにいつも大喜びで出迎えてくれるヒロ君。ゲストが大好きで、

家族が居る場所では常に静かに自分の存

在感をアピールするヒロ君。家族の痛み

にそっと寄り添ってくれる優しいヒロ

君。これからも、もっと一緒に色んな場所に出かけて想い出を作って

いきたいなぁって思っています。家族になってくれてありがとう。長

生きしてね        

そんなヒロ君にも 2年前に 4本足の仲間ができました｡ 

息子の兼ねてからの念願であったギリシャリクガメ。まず初めに我が家にやって

きたのはパッくん。そして、家族でカメの生態を少し勉強したあとに迎えた 2匹

目のポンちゃん。彼らはハンガリーのブリーダーから遥々デンマークにやってき

ました。カメが歩くのが遅いなんて誰が言ったのか。彼らはすたこらさっさと歩

き回り、パクパクと良く食べ、元気にあっという間に来た時の 3倍の大きさにな

りました。なんでもリクガメは 30年近く生

きるそうで、どこまで大きくなるのやら…。

皆さん実はリクガメの目ってとっても可愛い

んですよ！（息子撮影） 

以上我が家の 4本足家族の紹介でした。

（順）                                    

 

 

 

 

募集！皆さんの身近な存在紹介 

犬、猫、うさぎ等生き物を飼われている方、植物を育てていらっしゃる方、 

ぜひ一言添えて、お写真をお送り下さい。 



第 8回 野外で集う会（3月 15日（水））より 

 肌寒いながらも、着実に春の訪れが感じられる 

植物園での散策。鴨との対話に銀杏拾い。 

花を愛で、おしゃべりに花を咲かせてと、皆さんも 

笑顔を咲かせて時を過ごされたようですね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

    

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

全ての活動について、会員の皆様に随時メールで案内を送ります。Klub Japanのホームページにも、

活動の詳細を順次掲載いたします。ホームページのリンク https://klubjapan.dk/ 

https://klubjapan.dk/


 名づけの変遷 ～昭和から令和へ～ 

 シルバー川柳の「キラキラネーム」に関連させて、名前に関する調査をご紹介します。 

 明治安田生命は、大正元（1912）年分から今まで、毎年末名前ランキングを発表しています。  

 そこから、この数十年の名づけの変遷を、上位 5位に絞って見てみませんか。 

 男の子の命名  

 1932 1942 1952 1962 1972 1982 1992 2002 2012 2022 

1位 勇 勝 茂 誠 誠 大輔 拓也 駿 蓮 蒼 

2位 弘 勇 博 浩 哲也 誠 健太 拓海 颯太 凪 

3位 清 進 誠 豊 剛 健太 翔太 翔 大翔 蓮 

4位 実 勲 隆 徹 健一 大介 翔 蓮 大和 陽翔/湊

颯真/碧 5位 進 功 稔 浩一 学 直樹 大樹 翔太 翔太 
 

 女の子の命名 

 1932 1942 1952 1962 1972 1982 1992 2002 2012 2022 

1位 和子 洋子 和子 久美子 陽子 裕子 美咲 美咲 結衣 陽葵 

2位 幸子 和子 恵子 由美子 真由美 愛 愛 葵 陽菜 凛 

3位 節子 幸子 洋子 恵子 智子 香織 舞 七海 結菜 詩 

4位 文子 節子 幸子 洋子 裕子 恵 茜 美羽 結愛 

ひなた

心春 

陽菜 

結菜 5位 美代子 昭子 京子 智子 純子 智子 美穂 莉子 

 皆さんのお名前や、ご友人のお名前などが出ているでしょうか。昭和から平成、令和へと、も

う西暦との対応計算もできなくなるような時代の変遷の中で、名前も変化しているようですね。  

 ここ数十年は、キラキラネームと呼ばれる、漢字を見ただけでは読めない名前が増え、役所で

受理されないなどの問題も出たりしているようです。2022年に付けられた名前のうち「読み方」

だけに焦点を当てると、上位 10位はこのようになっています。隔世の感あり、でしょうか。 

 男の子 女の子  男の子 女の子 

1位 ハルト エマ  6位 ユイト ユイ 

2位 アオト メイ  7位 ハル アオイ 

3位 リク サナ  8位 アオイ コハル 

4位 ミナト ミオ  9位 ソウタ ツムギ 

5位 ハルキ イチカ 10位 イツキ ヒマリ 
                                       以下ホームページからの情報をもとに表作成 ( 明治安田生命 | 生まれ年別名前ベスト 10 (meijiyasuda.co.jp)   ） 

                                 

                

 

 

 

 

 

   

神奈川県 新松田の河津桜 2月 

 

東京都 蔵前のミモザ 3月 

日本の春 

https://d.docs.live.net/aa4d85e89146619d/ドキュメント/Klub%20Japan/季節便り/明治安田生命%20|%20生まれ年別名前ベスト10%20(meijiyasuda.co.jp)


春一番、薫風、青嵐、そよかぜ、吹きすさぶ風… さまざまに表現される風を題材にした 

大手拓次の詩を二編ご紹介して、今回の季節便りを閉じたいと思います。 
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写真・文章協力 綾子クロイツァー 

        大日あけみ､ノルゴー順子 

        ムンクイェンセン宮腰花絵 

       大石彰、知恵子ピーターセン 

        鈴木芳子     （敬称略） 

編集責任    鈴木理子 

皆さんの近況、写真、身近な存在、 

おすそわけ話、俳句、川柳、短歌等、 

常時お待ちしています。 

投稿はこちらまで michikoriko@gmail.com 

 

 今回も多くの方にご協力いた

だき、やりとりや編集作業で楽

しませていただきました。  

どうもありがとうございます。

次回は、初夏の日差しが眩しく

なった頃にお届けします。 

 皆さんどうぞお元気でお過ご

しください。 

 

大手拓次『藍色の蟇（あいいろのひき）』より  

         みづいろの風よ 

  かぜよ、 

  松林をぬけてくる 五月の風よ、  

  うすみどりの風よ、 

  そよかぜよ、そよかぜよ、ねむりの風よ、 

  わたしの髪を なよなよとする風よ、 

  わたしの手を わたしの足を 

  そして夢におぼれるわたしの心を 

  みづいろの ひかりのなかに 覚まさせる風よ、 

  かなしみとさびしさを 

  ひとつひとつに消してゆく風よ、 

  やはらかい うまれたばかりの銀色の風よ、 

  かぜよ、かぜよ、 

  かろくうづまく さやさやとした海辺の風よ、 

  風はおまへの手のやうに しろく つめたく 

  薔薇の花びらのかげのやうに ふくよかに 

  ゆれてゐる ゆれてゐる、 

  わたしの あはいまどろみのうへに。 

 

睫毛のなかの微風 

そよかぜよ、 

こゑをしのんでくる そよかぜよ、 

ひそかのささやきにも似た にほひをうつす そよかぜよ、 

とほく 旅路のおもひをかよはせる そよかぜよ、 

しろい 子鳩の羽（はね）のなかにひそむ そよかぜよ、 

まつ毛のなかに 思ひでの日をかたる そよかぜよ、 

そよかぜよ、そよかぜよ、ひかりの風よ、そよかぜは 

胸のなかにひらく 今日（けふ）の花 昨日（きのふ）の花

明日（あした）の花。 

 

大手拓次（おおてたくじ） 

      （1887-1934） 

生と死の交錯する妖しい夢

幻世界の実像を口語自由詩

で表現した詩人で、萩原朔

太郎にも影響を与えている｡ 

（『大手拓次詩集』（岩波

書店）解説参照） 

山村暮鳥(1884-1924)、萩原

朔太郎(1886-1942)と並ぶ群

馬三大詩人だが、生前は無

名で、没後、詩集が刊行さ

れた。 

https://www.iwanami.co.jp/book/b248

898.html 

大手拓次詩集 - 岩波書店 (iwanami.co.jp) 

第三の詩人・大手拓次「藍色の蟇」

「そよぐ幻影」ほか(後編) | 人生は野菜

スープ～アエリエルのブログ、または

午前 0 時＆午後 3 時毎日更新の男 

(ameblo.jp) 

mailto:michikoriko@gmail.com
https://www.iwanami.co.jp/book/b248898.html
https://www.iwanami.co.jp/book/b248898.html
https://www.iwanami.co.jp/book/b248898.html
https://ameblo.jp/fifth-of-july/entry-12601446806.html
https://ameblo.jp/fifth-of-july/entry-12601446806.html
https://ameblo.jp/fifth-of-july/entry-12601446806.html
https://ameblo.jp/fifth-of-july/entry-12601446806.html
https://ameblo.jp/fifth-of-july/entry-12601446806.html

